
     藤繩謙三教授 略年譜・著作目錄 

 

略 年 譜 

1929年 12月 新潟県に生まれる 

1953年３月  京都大学文学部（西洋史学事攻）卒業 

1953年４月  京都大学大学院文学研究科修士課程（西洋史学事攻）入学 

1955年３月  京都大学大学院文学研究科修士課程修了 

1955年４月  京都大学大学院文学研究科博士課程（西洋史学事攻）進学 

1955年９月  京都大学大学院文学研究科博士課程退学 

1955年９月  大阪府立大学教育学部助手 

        大阪府立大学教養部助手、講師、助教授を経て 

1970年４月  京都大学文学部助教授 

1979年 12月 京都大学文学部教授 

1993年３月  京都大学を定年退職、京都大学名誉教授  

1993年４月  京都女子大学文学部教授  

2000年 10月 逝去 

 

著 作 目 錄 

〔著書・編著書〕 

ホメロスの世界 至誠堂 1965年（角川文庫 1975年、新潮選書 1996年、魁星出版 2006年） 

ギリシア神話の世界観 新潮社 1971年 

ギリシア文化と日本文化--神話・歴史・風土-- 角川書店 1974年（力富書房 1988年、平凡社ラ 

  イブラリー 1994年） 

歴史学の起源--ギリシア人と歴史--力富書房 1983年 

ギリシア文化の創造者たち 筑摩書房 1985年 

西洋の歴史--古代・中世編--（共編） ミネルヴァ書房 1988年 

歴史の父へロドトス 新潮社 1989年（改題『ヘロドトス』 魁星出版 2006年） 

ギリシア文化の遺産（編著） 南窓社 1993年 

 

〔訳書〕 

トゥキュディデス『歴史 (１)』 京都大学学術出版会 2000年 

 



〔論文〕 

ツキュディデスにおけるアテナイの政治についての分析 「西洋古典学研究」４(1956) 

ツキュディデスの思想の変遷について 「西洋史学」33(1957) 

ソロンの改革の背景 「大阪府立大学紀要」６(1958) 

西洋史学の源流 「歴史教育」(1959) 

ギリシア的世界史像 「史林」42-1(1959) 

ギリシア・ローマにおける歴史学の成立と衰退 『古代史講座 第１巻』 学生社(1961)  

ホメロスと戦車 「西洋古典学研究」９(1961) 

ホメロスとミュケナイ時代--学説史の概観-- 「西洋史学」54(1962) 

古代史研究と考古学の役割 『歴史理論と歴史哲学』人文書院(1963) 

ギリシアの英雄叙事詩の社会的基盤 「史学雑誌」73-8、73-9(1964) 

ギリシア世界の展開 『世界歴史 第２巻』人文書院(1966) 

ギリシア神話と風土 「史林」51-5(1968) 

母権的宗教と父権的体制--ギリシア文化の基礎的構造-- 「西洋古典学研究」17(1969) 

ポリスの成立 『岩波講座世界歴史 第１巻』岩波書店(1969) 

アルキロコスについて--ギリシア植民時代の詩人 「史林」54-1(1971) 

古代ギリシアにおける知識人の経済生活 「京都大学文学部研究紀要」15(1975) 

へロドトス評価の変遷 「西洋史学」103(1976) 

へロドトスの信仰 『ギリシア・ローマの神と人間』東海大学出版会(1979) 

古代ギリシアにおける自然の荒廃の問題 「西洋古典学研究」30(1982) 

アテナイ人の国家とオリーヴ 「史窗」51(1994) 

へレニズムとへブライズム 「史窗」56(1999) 

 

〔翻訳〕 

マルケリノス他「ツキュディデス伝」 「古代学」9-4、10-1(1961) 

 

 謝辞：本年譜および目録の作成にあたっては、南川高志教授（京都大学大学院文学研究科）に特段

のご協力をいただいた。ここに記して謝意を表する。もちろん、内容の誤りなどについて、作成者の

みがその責めを負うことは言うまでもない。（谷口淳一） 

 

 付記：この略年譜・著作目録は京都女子大学史学会「史窗」第 59号(2002)に掲載されたものであ

る。明白な誤記を訂し数点追加を行った。（ホームページ運営委員会） 

 


